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言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
毎月：《誕生会、音楽療法、PT合同療育、避難訓練、親の会、パペットキッズ公演》
年間行事：《身体測定、定期健康診断、家族参観日、運動会、夏まつり、食育行事芋ほり、交流保育、クリスマス会、まめまき会、おわかれ会、修了式、卒園式》

（別添資料１）

家族支援

・アタッチメントの形成　・子どもの特性を理解し家庭環境の整備をはかる。
・子育ての不安や悩みを早期に解消し、保護者の精神安定をはかる。
・保護者同士の交流を深め、楽しく子育てできる環境をつくる。
・きょうだい児に対する相談援助を行う。
（ペアレント・トレーニング、ペアレント・プログラム、専門スタッフによる保
護者講座、個別面談、グループ相談、支援場面を通じた学びの機会提供、
きょうだい児が参加する行事や家族参観日等）

移行支援

・地域の保育、教育機関等への移行に向けた準備
・移行先や併行先の保育所等との連携
・ライフステージの段階的移行を見据えた準備
・進路や移行先の選択についての相談援助。
（発達の評価、支援内容や子どもの状態、保護者の意向についての伝達、
家族への情報提供や移行先の見学調整、移行先への相談援助等）

地域支援・地域連携

・子どもや家庭に関わる関係機関や地域の保育所等との情報連携や調整、支援方
法や環境調整等に関する相談援助や会議の開催。
・未来はばたきネット事業の事務局として、県内の障害児通所支援事業所等や、
関係機関などへの研修会の実施したり情報共有したりして、県内のネットワーク
構築を行う。

職員の質の向上

・毎月、専門研修を実施したり、随時ケース検討会を開催したりし、専門
知識の向上を行う。
・資格の取得や、専門的な研修会への参加を推進し、職員が自己研鑽を行
い、職員の知識・技術の向上および療育全体の質の向上をはかる。

支　援　内　容

・健康状態の維持、改善　・生活習慣や生活リズムの形成　　・情緒の安定　・自我の育ちと自立《活動内容：構造化による環境調整、親子あそび、音楽療法、感覚刺激あそび等》
・基本的生活スキルの獲得　《活動内容：食事、排泄、着脱等の基本的生活習慣の自立に繋がる個別の支援。食育に繋がる行事や食材に触れるなどの保育活動》

・粗大運動を通して姿勢保持と運動、動作の向上《活動内容：サーキット、ぶら下がりあそび、シーツあそび、ジャンプ、引っ張りあそび、すもう、雑巾がけ、乗り物あそび等》
・微細運動を通して目と手の協応動作や、手や指先の操作性を高める。集中力を養う。達成感や成功体験を通して自信を育てる。
　　　《活動内容：シール貼り、コイン入れ、ひも通し、素材あそび、パズル、新聞あそび、豆あそび、粘土、キネティックサンド、色ぬり、お絵描き、線むすび等》
・感覚の特性への対応≪イヤーマフの活用、絵カードや文字カードの視覚支援、スヌーズレンルーム（クールダウン部屋）の活用、感覚刺激グッズでの感覚調整）

本
人
支
援

・基本的概念の形成を養う　・見分ける活動を通して物の照合や弁別力を養う（形・色・構成）　・見る、聞く、待つ等の活動を通して傾聴姿勢を養い、認知機能を高める。
・記憶活動（イメージして、覚えて、考えて行動する）力を養う　・簡単な見立て活動を通して、イメージを膨らませ創造性を養う。
　　《活動内容：物や色の照合あそび、ゴーストップ、集団ゲーム、カードあそび、ボーリング、パズル、型はめあそび、魚釣り、箱の中身はなに？、何の音かな？、粘土、製作等》

・コミュニケーションの基礎的能力の向上　・言語の形成と活用・人とのやり取りの中でわかる言葉を育てる　・自己表現手段の獲得　・状況に応じたコミュニケーション
《活動内容：まねあそび、自己紹介、シャボン玉、言葉あそび、ごっこあそび、音楽リズム、物の用途理解、ことばあそび、絵カード等での要求選択、スイッチを活用した意思伝達》

・アタッチメント（愛着）の形成と安定　・人への興味や関心と関わり方　・簡単なルールを理解して遊ぶ（物の扱い方や指示、順番を待つ等）
　　《活動内容：呼名、触れ合いあそび（二項関係）、まねあそび、見立てあそび、ごっこあそび、リズムあそび、さあたたこう、やりとりあそび、音楽療法、いすとりゲーム、
　　　　　　　　カードあそび、ルールのある集団ゲーム等》

支援方針

・児童が集団生活に適応することができるよう、身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて、個別の支援目標が達成出来るように5領域に基づいた適切かつ効果的な支援を
行い、本人支援を通して自己肯定感を育みます。
・児童や家族が安心、安全に療育に参加し、子育てへの不安や悩みを早期に解決できるように、個別面談や保護者講座を通して、行動の理由や状態の理解、適切な関わり方等の家族支援を
行います。
・保護者同士の交流を深め、楽しく自信を持って子育てに取り組めるように支援を行います。
・幼稚園、保育所、こども園等の児童が併行利用している施設や移行する施設への情報提供や助言をし、家族が安心して地域生活が送れるように地域への支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無 ご家庭の状況によって協議のうえ、必要に応じて対応いたします。

法人（事業所）理念 「和顔愛語の精神で地域福祉に貢献する」

事業所名 児童発達支援センターひばり園 作成日支援プログラム１.


